
点検活動／計画策定／  実践活動 
農用地／開水路／  パイプライン ／ため池／農道

  配水操作 ／ポンプ場等の草刈り／給水槽の泥上げ／注油

３．パイプライン（ポンプ場、調整施設等含む）に関する項目 

（１）配水操作 

 

計画に基づいた配水操作が行われていること。  
 
【活動のねらい】 

適正かつ効率的な水利用のためには、かんがい期前に作成した配水計画に基づいた配水操作を

行うことが大切です。 
 
【活動の内容】 

かんがい期前に土地改良区等が作成した配水計画を受益農家に配布し、計画的な水利用につ

いての理解を深めます。また、各地区の操作責任者は配水計画に基づいた配水操作を行うとと

もに、実施状況の見回りを行います。 

配水操作は、配水計画に基づき、かんがい期間中を通して実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   計画に基づいた配水操作の実施 

  

【配慮事項】 

・冬期のパイプラインの凍結による破損を防ぐため、落水後はパイプラインの水抜きを確実に

行なうことが大切です。 
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（２）ポンプ場、調整施設等の草刈り 

 

・ 協定に位置付けたポンプ場、調整施設、営農飲雑用水施設等のパイプライン付帯

施設やその周辺部の草刈り又は除草が行われ、農業生産等への障害が生じていな

いこと。この際には、草刈り又は除草活動後の草を適正に処理し、刈り取った場

所に放置されていないこと。又は、その場に存置する場合にあっては、農業生

産・生活環境への支障が生じていないこと。 

 
 
 
 
 
 
 
 
【活動のねらい】 

協定に位置付けたポンプ場、調整施設、営農飲雑用水施設等のパイプライン付帯施設やその周

辺部の草刈り又は除草を行うことにより、病害虫の発生を低減したり、ポンプ場等の点検や管理

をしやすくすることが大切です。活動を行う際は、刈り取った草を放置すること等により、農業

生産や生活環境への支障が生じることのないように留意します。 
 
【活動の内容】 

雑草の草丈が高くなると、草刈り機に絡みやすくなる等作業効率が落ちることから、草丈の低

い時期に行います。草刈りは、法面の上部に向かって草を刈ると、刈草がファームポンド等の中

に落ちるのを防ぐことができます。刈草は集積場所を決めておく等、適宜、適正に処理するよう

にします。 

なお、刈草をその場に存置する場合は、刈草が水田や水路に落ちないように配慮するとともに、

農作業や通行等に支障を生じさせないことが必要です。 

 

【配慮事項】 

・刈草が農業生産に支障を与えないことに加え、地域住民の迷惑にならないように、適切に処理

するように留意します。 

・草刈機は、作業者の体力や経験、現場の状況等に合わせ、作業に無理のない、より安全性の高

いものを利用します。 

・カメムシが雑草から稲穂に移動しないように、出穂する前に草刈りを行なっておく必要があり

ます。 

・草刈作業前には、空き缶や空き瓶等、怪我につながるおそれのあるものがないことを確認しま

す。また、安全に留意します。 
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（３）ポンプ吸水槽等の泥上げ 

 

・ 協定に位置付けたポンプ吸水槽等の泥上げを実施し、施設機能に障害が生じてい

ないこと。この際には、泥上げした土砂を適正に処理し、その場所に放置されて

いないこと。又は、その場に存置する場合にあっては、農業生産・生活環境への

支障が生じていないこと。 

 
 
 
 
 
 
 
【活動のねらい】 

共同作業計画に基づいて、協定に位置付けたポンプ吸水槽等について泥上げを行うことにより、

ポンプ吸水槽の容量を維持することが大切です。活動を行う際は、泥上げした土砂を放置するこ

と等により、農業生産や生活環境への支障が生じることのないように留意します。 
 

【活動の内容】 

通水期前に泥上げを行うことが大切です。 

泥上げした土砂は、水路の補修や畦畔の嵩上げに利用するか、農業生産に支障を与えないこ

とに加え、地域住民の迷惑にならないように、適切に処理するように留意します。 

また、住宅地周辺では、風塵発生の原因となるので、そのまま放置しないであらかじめ決め

た集積場所に集積する等、適切に処理するようにします。 

 

【配慮事項】 

・泥上げした土砂は、農業生産に支障を与えないことに加え、地域住民の迷惑にならないよう

に、適切に処理するように留意します。 

・泥上げ時にごみ等がある場合は、各自治体の取り決めに従って分別して収集します。泥上げ

は重労働であり、参加者の年齢等で土砂の多い所、少ない所等、作業分担に配慮が必要です。 

・また、泥上げした土砂の中に、ドジョウ等の生物がいる場合は、生態系の保全の観点から、

水路に戻すという配慮が必要です。（第三章 農村環境向上活動 生物の生活史を考慮した適

正管理 p236 参照） 
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（４）かんがい期前の注油 

 

協定に位置付けた制水弁等への注油により、施設機能に障害が生じていないこ

と。 

 
 
 
 
【活動のねらい】 

協定に位置付けた制水弁等への注油を行うことにより、パイプライン、ポンプ場、調整施設、

営農飲雑用水施設等、パイプライン及びその付帯施設の機能が維持できる状態に保全管理するこ

とが大切です。 

 
【活動の内容】 

かんがい期前に制水弁等について注油を行います。 

（１）制水弁等の軸部への注油 

軸受け等の摩擦面に適量を注油し、管理運転等を行うことにより潤滑油を充分摩擦面に行き

届かせます。 

ゲートの軸受けには、温度による粘度変化の小さい油剤、酸化に対する抵抗性の大きな油剤

としてグリースが多く使用されています。グリースは鉱物油に石けん等を混ぜた半個体の潤滑

油剤です。摩擦面に粘着して、摩擦熱でグリースの一部が溶けて潤滑効果をあげ、長期間にわ

たって潤滑を維持することができます。耐水性に優れ水に触れても乳化しないカップグリース

が一般的に使用されています。 

（２）グリース等の塗布 

軸受け部等の摩擦面の種類、材質、使用頻度

に応じて適宜塗布します。摩擦面に直接グリー

スを塗布しますが、グリースガン、又はスプレ

ータイプを用いる方法があります。 

 

【配慮事項】 

グリースが皮膚に触れると炎症を起こすことが

あります。取り扱うときは、保護手袋をする等し

て直接皮膚に触れないようにします。 

グリースガンとスプレータイプのグリース 
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